
平成 29 年 3 月 29 日

1 自然や歴史・文化とふれあう都市公園整備の推進

平成24年度　～　平成27年度　（4年間）

南城市は、本島南部に位置し、美しい自然と琉球民俗発祥の地としての歴史・文化、数多くのグスクをはじめとする優れた地域遺産が存在している。
当計画では、それらを保全・活用・創造しながら自然環境、歴史文化遺産と調和した都市公園の整備を行い、市民が緑とふれあい憩える場を提供することで、市民の交流促進を図る。

（H23当初） （H26末） （H27末）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

　平成29年3月

　市のホームページにて公表

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-1 公園 沖縄 南城市 直接 556

合計 556

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計 0

番号 備考

7.77 ㎡/人 8.70 ㎡/人

事業者

南城市 園路､広場､教養施設等 23.6ha 南城市

一人当たり都市公園面積 3.00 ㎡/人 7.77 ㎡/人 8.70 ㎡/人 3.00 ㎡/人

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
港湾・地区名

事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）工種 （延長・面積等）

H27末
都市公園供用開始面積（ha） 12.26 31.86 35.86
南城市将来人口（人） 40,800 41,000 41,200

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

0百万円
効果促進事業費の割合

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

事後評価（中間評価）の実施体制

都市公園事業（大里城趾公園）

番号 事業者
省略

要素となる事業名
事業内容

南城市人口（都市計画区域）推計と
都市公園の供用開始面積により算定する。

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
556百万円 Ａ 556百万円 Ｂ 0百万円 Ｃ

南城市

・一人当たり都市公園面積3.00㎡/人から8.70㎡/人に増加させる。

H23末 H26末

一体的に実施することにより期待される効果

　社会資本総合整備計画の事後評価として市で実施

番号 事業者
省略

要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費

（百万円）工種

要素となる事業名
市町村名

全体事業費

（百万円）（事業箇所）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

　一人当たりの都市公園面積が若干目標値に満たないが、整備を行ったことで市民の憩いの場と交流促進を図れる場を十分に提供できた。
Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

41,654

8.25 ㎡/人

8.25 ㎡/人

　保全緑地の一部(斜面緑地ゾーンと墓地､拝所)について用地買収ができなかったことで、供用開始面積
が減ったことと、人口の伸び率が高かったことにより、最終目標値を達成することができなかった。

　都市公園供用開始面積（ha）

　南城市将来人口（人）

　一人当たり都市公園面積

35.86

41,200

8.70 ㎡/人

34.35

8.70 ㎡/人

目標値 実績値
指標（一人当た
りの都市公園面
積）



計画の名称 1

計画の期間

（参考図面）

自然や歴史・文化とふれあう公園整備の推進

平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 交付対象 南城市


